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土
地
の
民
話
は
、
し
ば
し
ば
、

そ
の
地
域
の
成
立
や
歴
史
を
織
り

込
ん
で
作
ら
れ
た
も
の
が
見
ら
れ

る
。
そ
の
よ
う
な
民
話
は
、
そ
れ

な
り
の
意
味
を
持
っ
て
お
り
、
大

切
に
し
て
後
世
に
伝
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
し
か
し
、
民
話
は
あ

く
ま
で
も
民
話
の
世
界
で
あ
っ

て
、
そ
の
内
容
が
史
実
と
は
限
ら

な
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

道
隆
寺
の
略
縁
起
の
「
い
せ
」
と

約
１
５
０
年
後
に
出
版
さ
れ
た

『
芸
備
名
取
合
』
の
「
い
せ
」、
昭

和
７
年
刊
『
芸
州
府
中
荘
誌
』
の

「
伊
勢
」
を
比
べ
る
と
、『
芸
備
名

取
合
』と『
芸
州
府
中
荘
誌
』の「
い

せ
」
は
、
い
ず
れ
も
小
倉
百
人
一

首
の
「
伊
勢
」、
そ
の
人
で
あ
る

と
記
し
て
い
る
。

　
「
い
せ
」
が
小
倉
百
人
一
首
に

見
え
る
「
伊
勢
」
と
同
一
人
物

か
否
か
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
。

「
伊
勢
」
は
三
十
六
歌
仙
の
一
人

で
小
野
小
町
や
中な

か

務つ
か
さ

、
斎さ

い

宮ぐ
う

女に
ょ
う
ご御

ら
と
並
ぶ
平
安
朝
の
著
名
な
女
流

歌
人
で
あ
る
。
女
流
歌
人
の
「
伊

勢
」
は
、
伊
勢
守
藤
原
継つ

ぐ

蔭か
げ

の
娘

で
、「
伊
勢
の
御ご

」
と
か
「
伊
勢

平
安
朝
の
著
名
な
女
流
歌
人
で

三
十
六
歌
仙
の
一
人
「
伊
勢
」
を

安
易
に
付
加
し
た
か
、
混
同
し
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
細
か
い
こ

と
だ
が
、『
芸
州
府
中
荘
誌
』
の

文
中
に
あ
る
、「
永え

い

祥し
ょ
う

元
年
」
の

年
号
は
平
安
時
代
の
年
号
に
は
な

く
、
明
ら
か
に
「
永え

い

祚そ

」
の
間
違

い
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
道
隆

寺
に
伝
わ
る
「
安
芸
国
府
道
隆
寺

本
尊
略
縁
起
」
は
脚
色
さ
れ
て
い

な
い
比
較
的
古
い
段
階
の
由
来
を

語
っ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
そ
し
て
、
道
隆
寺
口
伝
書
に

あ
る
「
い
せ
」
と
い
う
信
仰
心
篤あ

つ

き
童
女
と
、
藤
原
道
隆
の
話
は
寺

名
か
ら
見
て
無
関
係
で
な
く
、
史

実
に
近
い
も
の
で
あ
ろ
う
。

府
中
町
文
化
財
保
護
審
議
会
会
長

 

横
田　

禎
昭

の
御み

や
す
ど
こ
ろ

息
所
」
と
呼
ば
れ
た
。
宇う

多た

天
皇
の
皇
子
と
結
婚
し
、
中
務
を

産
む
。
中
務
も
平
安
中
期
の
女
流

歌
人
で
三
十
六
歌
仙
の
一
人
に
選

ば
れ
て
い
る
。
こ
の
「
伊
勢
」
の

生
没
年
月
日
は
定
か
で
な
い
が
、

生
年
は
貞

じ
ょ
う

観が
ん

十
四
年
（
８
７
２
）

か
元
慶
（
が
ん
ぎ
ょ
う
）
元
年

（
８
７
７
）
と
推
定
さ
れ
、
没
年

も
天て

ん

慶ぎ
ょ
う

元
年
（
９
３
８
）
か
天

慶
二
年
（
９
３
９
）
と
さ
れ
て
い

る
。
そ
う
す
る
と
、
小
倉
百
人
一

首
の「
伊
勢
」は
道
隆
公（
９
５
３

年
生
〜
９
９
５
年
没
）
の
生
ま
れ

る
14
年
前
に
没
し
て
い
る
女
性
で

同
一
時
代
で
は
な
い
。『
芸
備
名

取
合
』
と
『
芸
州
府
中
荘
誌
』
は
、
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　  【ごみの出し方について】
◆ ごみは、必ず収集日の午前８時30分までに、決められたも
のを正しく分けて決められた場所に出してください。なお、
収集日の前日や深夜にごみを出すことは、止めてください。

◆ 生ごみは、水分をよく切って出してください。十分な水切り
は、焼却炉の燃焼効率を高め、経費の節減になります。

　  【雨の日のごみの出し方について】
◆ 新聞・雑誌、ダンボールは、袋の中には入れないで、ひも
で縛ってください。雨にぬてれもかまいません。
◆ 衣類は、雨にぬれるとカビが発生しやすくなり、再生利用が
できなくなりますので、袋の口をしっかりと縛るか、天気
の良い日に出してください。

正しいごみ出しにご協力を

みんなで守ろう！ごみ出しのルール

道隆寺略縁起木版

棟札・護摩札

　収集日や分別方法については、「平成22年度
版家庭ごみの正しい出し方・ごみの収集案内」
をよく読んで、間違わないようにごみを出して
ください。府中町ホームページ（生活・環境＞
ごみ収集＞家庭ごみの収集案内）にも掲載して
います。

「平成22年度家庭ごみの正しい出し方」
配布場所

●役場（住民課・環境課）●南交流センター
●環境センター●府中公民館●南公民館
●福寿館●ふちゅう情報プラザつばき館（イオン
モール広島府中ソレイユ内）●くすのきプラザ

ごみの不法投棄は、犯罪です！
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